
白石こころーど白石こころーど

東札幌から北広島市まで続く自転車
と歩行者の専用道路は、平成27年に
「白石こころーど」という愛称が付
けられました。白石こころーどはさ
まざまな四季の花などに彩られ、通
り掛かる人の目を楽しませます。

B-4・C-4・D-4・D-5

本郷商店街本郷商店街

ヤエザクラなど約100本が植
えられています。春には「桜
まつり」が開催されます。

D-4

白石公園白石公園

エゾヤマザクラを中心に約
120本の桜の木が植えられて
います。

C-3

環状通ローズアベニュー環状通ローズアベニュー

環状通中央分離帯の約3,500
株のバラが、 6 月下旬から
次々と咲いていきます。

C-2～C-4

川下公園川下公園

200種類、約1,700本のライ
ラックが 5月中旬から見頃を
迎えます。

E-3

白石区内の見どころ白石区内の見どころ

花花
地下鉄白石駅と、白石こころーどのトンネル（18カ所）には、地
域の皆さんの手によって描かれた、明るく夢のあるモザイクタイル
アート（壁画）があります。
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地 下 鉄（ 東 西 線 ）指 定 緊 急 避 難 場 所  兼  
基幹避難所・一時避難場所
指定緊急避難場所 兼 基幹避難所
地 域 避 難 所・一 時 避 難 場 所
地 域 避 難 所

緊急貯水槽（拠点給水施設）
一 時 避 難 場 所
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指 定 緊 急 避 難 場 所
（ 大 規 模 な 火 事 ）
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C-4
真駒内南部の丘陵が水源。「モ」はアイヌ民族の
言葉で「小さい」を意味し、望月寒川は「月寒川
の支流」を意味するともされています。この川は
度々水害を起こしましたが、米を実らせ、貴重な
タンパク源でもある川魚を育てるなど、村民に
とっては大きな恵みをもたらす母なる川でした。

2望
も

月
つき

寒
さむ

川
がわ

D-2
西岡の国有林を水源とし、区内を流れて米里地区で豊平
川に注ぐ １ 級河川「月寒川」。新水路を開削し、豊平川
との合流地点を変更するまでは、大雨などで豊平川が増
水するたびに水位の低かったこの川に逆流し、一帯が氾
濫していました。このことから、当時の月寒川下流域は
いつしか「逆川」と呼ばれるようになりました。

6逆
さかさ

川
がわ

C-4
明治 ５ 年春、現在の国道12号沿いの低湿地に住んでい
た14戸が浸水を避けるために本通りから横道にそれた
「横丁（現在の米里行啓通）」沿いに移住しました。同年、
白石神社から横丁を通り、現在の国道36号に抜ける札
幌本府道が開通。そのうち、現在の中央 １ 条 ３ 丁目か
ら国道36号までの区間が「横丁通」と呼ばれました。

5横丁通

C-4
白石の移住者たちは、移住の翌年（明治 ５年）に、
学問所「善俗堂」を設立。現在の白石小学校の
前身です。先人たちの教育への並々ならぬ熱意
は、全ての児童が学べるように文具を貸与し、
村民の寄付による基金を創設していたことから
も感じられます。

4善
ぜん

俗
ぞく

堂
どう

跡地C-4
明治35年に白石村と上白石村が合併した際に、白石
村役場が開設された場所です。この建物は、昭和25
年に札幌市と合併してから、昭和47年に札幌市が政
令指定都市となるまでは、札幌市の白石支所、白石
出張所として使用されていました。跡地には、白石
まちづくりセンター・白石会館が建てられています。

3白石村役場跡

白石移住の第一歩は、明治 ４年、旧仙台藩の白石城主
の家臣が、最

も・ちきさっぷ

月寒（当時の呼び方。現在の白石区中央
付近）に移住したことに始まります。基点となったの
は、現在の菊水と中央との境界に当たる地点（白石跨

こ

線橋頂上西側）。そこから現在の国道12号沿いに北側
を白石左 1番、南側を白石右 1番と付番しました。

B-31白石村１番

C-3
先祖を大切にしていた村民が移住直後の明治 5
年に造成。その後、都市化とともに、昭和47年
までにほとんどの墓碑が平岸や里塚の霊園に移
転改葬されました。跡地には、白石温水プール
などが建てられ、区民に親しまれています。

8白石中央墓地跡D-4
明治 5年 4月、円山公園に遷座した札幌神社旧
社殿の払い下げを受けて「札幌神社遙

よう

拝
はい

所
じょ

」とし
て建立。明治30年の社殿改築を機に名称を「白
石神社」と改め、村社として認められました。

7白石神社

C-4
明治初期から果樹栽培が札幌に普及。全道の果
実生産の 8割を占め、ロシアなどの海外にも輸
出されました。白石村でも開拓使官吏・津

つ

田
だ

教
きょう

助
すけ

らが現在の東札幌周辺でリンゴ園を経営し、
品評会でも好成績を収めました。

10白石のリンゴ園跡D-4
白石中央墓地から遠い移住地の東側に住む人々
には、新たな墓地の開設が許されなかったため
に、明治13年ごろ（推定）に許可の無いまま開設
されたものです（その後明治35年に許可）。ここ
には、大正期以降に作られた珍しい土管型の焼
き物の墓標があります。

9白石本通墓地

D-4
移住者たちが最も恐れたのはヒグマ。人や家畜
への被害が大きかったため、開拓使では、捕獲
奨励金を出して駆除に努めました。明治29年に
は、この地域に出没したヒグマに襲われて、大
けがを負う人や死亡者が出たため、村中総出で
撃ち取ったという記録が残っています。

12ヒグマ騒動の地C-3
移住当初、白石はエゾオオカミやヒグマなど野
生動物が主役の土地で、家畜や住民が度々被害
に遭っていました。この場所で撃ち取られたエ
ゾオオカミが、貴重な標本として北大植物園内
の博物館に展示されています。

11エゾオオカミ捕獲の場所

D-3

明治15年に道内初の鉄道として「幌
ほろ

内
ない

鉄道」が開
通し、白石村にも仮乗降場が設けられました。
明治36年には、駅舎を備えた白石駅が誕生し、
産業の発展とともに物流基地として栄えまし
た。駅周辺には農協やコークス工場などが操業
し、人や荷馬車の往来でにぎわいました。

13白石駅 C-3
白石村に移住した人たちは絶ち難い米食への思
いから、米が作れない寒冷地と知りつつも、現
在の白生公園一帯の荒れ地約5,800㎡を共同で
開墾。数々の失敗を乗り越えて、明治16年に白
石米の第 1号の収穫を成功させました。その功
績は今も同公園の「開田碑」に残っています。

14白石水田発祥の地

C-2

北海道開拓の志に燃えていた華族の菊亭脩
ゆき

季
すえ

は
明治11年に来道。明治17年に侯爵となった後、
明治19年には上白石村で農園経営をしました。
貴族院議員も務めた侯爵の名前は、現在も「菊
水」の地名に残っています。

16菊
きく

亭
てい

侯
こう

爵
しゃく

入植地跡D-4
良質な粘土が産出された白石村は、れんが製造が盛んで
した。その中でも鈴

すず

木
き

佐
さ

兵
へ

衛
え

が始めた「鈴木レンガ工場」
は、北海道での本格的なれんが製造業の先駆けとなりま
した。ここで作られたれんがは、北海道庁赤れんが庁舎、
サッポロビール博物館（旧札幌製糖工場）などに使われ、
札幌のまちづくりにも大きく貢献しました。

15鈴木レンガ工場跡

C-3
明治 6年に平岸村が開削した用水路を利用し
て、豊平、平岸、白石、上白石の 4村が、明治
27年に本格的な稲作のための共同用水路を建設
しました。稲作の広まりとともに用水の需要は
増え、明治45年には用水路の延長は31㎞にも及
びました。

18豊
とよ

平
ひら

外
ほか

三
さん

カ
か

村
そん

聯
れん

合
ごう

用水路E-5
吉田善太郎は、明治24年ごろ、厚別川から水を
引いて大谷地を横断するかんがい用水路を開削
した人物。「吉田用水」「善太郎用水」と呼ばれ
たこの用水路によって200ha以上の水田がで
き、北海道の稲作の発展に大きく貢献しました。
※私有地につき立入は禁止

17吉
よし

田
だ

善
ぜん

太
た

郎
ろう

住居跡

D-4
明治29年に月寒に新設された独立歩兵大隊のた
めに、西岡水源池から水道管を敷設。その上に、
明治42年に造られた管理用道路が、この通りの
始まりです。その後、昭和46年までに、現在の
豊平区と白石区を縦断する道路として整備され
ました。

20水源池通B-3
大分県生まれの宇

うつのみ や

都宮仙
せん

太
た

郎
ろう

は、アメリカ留学
を経て、明治35年、白石村に20haの近代的な
農場を開きました。バターの製造や牛の品種改
良を行うなど、当時の白石は先進的な酪農技術
発祥の地として、酪農の発展に大きく貢献しま
した。

19宇都宮牧場跡

B-3

有島武郎が妻の安
やす

子
こ

と当時リンゴ園であったこ
の地に居を構え、武

むしゃのこうじ

者小路実
さね

篤
あつ

や岩内の漁夫画
家・木

き

田
だ

金
きん

次
じ

郎
ろう

らと親交を結びました。著作「生
まれ出づる悩み」に当時住んでいたこの家の記
述があります。現在、建物は北海道開拓の村に
移築、保存されています。

22有
あり

島
しま

武
たけ

郎
お

邸跡地F-4

長野県からこの地に移住した中
なか

澤
ざわ

八
はち

太
た

郎
ろう

は、明
治28年から 2年かけて、ぬかるむ水田に故郷の
桑畑で行われている暗渠排水を施しました。そ
の結果、水はけが良くなり、収穫量が増加。後
にこの暗渠排水は全道に広がり、多くの恵みを
もたらしました。※私有地につき立入は禁止

21北海道暗
あん

渠
きょ

排水施設発祥の地

C-4

昭和20年、札幌で開業していた吉
よし

田
だ

廣
ひろし

は無医村
だった白石村の要請に応えてこの地に移り住
み、村医となりました。吉田氏は昭和26年に亡
くなるまで、村民のために尽力し、白石の医療
の礎を築きました。

32白石村医療発祥の地C-3
昭和19年に建てられた陸軍兵器補給厰に勤める
将兵の住宅として、現在の白石小学校の東側に
45戸が建てられました。当時としては珍しいコ
ンクリートの基礎などを取り入れた近代的な建
物でした。

31陸軍官舎

D-3
明治36年に開設された白石駅から月寒の独立歩
兵大隊（後の歩兵第25連隊）への道がこの通りで
した。兵隊の人力で作ったことが「連隊通」の
由来。第 2次世界大戦中には沿道に兵器補

ほ

給
きゅう

厰
しょう

や官舎などが建てられていました。

29連隊通 移設のため一時撤去中

第 2次世界大戦が激しくなってきた昭和19年、
千島・アリューシャン諸島などの北方戦線に兵
器や物資を補給するための補給厰が作られまし
た。旧白石区役所周辺一帯には兵器貯蔵庫や修
理場、医務局など12棟の建物がありました。

30陸軍兵器補
ほ

給
きゅう

厰
しょう

跡

B-3

開拓使は明治10年に薄
すすき

野
の

に札幌遊郭を開きまし
たが都市化により移転を計画。大正 9年、果樹
園主らから土地の寄付を受け、菊水地区に移転
しました。「白石遊郭」と呼ばれ、現在の菊水
2～ 5条付近に30軒もの妓

ぎ

楼
ろう

が軒を連ねました。

23札幌遊郭（通称：白石遊郭）跡 B-3
札幌遊郭の菊水地区への移転に伴い、性病の予
防・治療をする札幌治療院もこの地に移転しま
した。戦後、同治療院は閉鎖されます。全面改
築後は札幌市助産所となり、昭和44年に廃止さ
れるまで多くの母子の健康を守りました。

24北海道庁立札幌治療院・札幌市助産所跡

道内の炭坑でガス・炭じん爆発が多発したため、
昭和13年に国の予防研究機関として設立。その
後、燃料の主役が石油へ転換したのに伴い、道
石炭鉱山技術試験センターとなり、平成14年ま
で鉱山保安のほか、メタン利用技術などの新し
い研究にも取り組みました。

26札幌石炭坑爆発予防試験所跡地 D-3E-5
大正15年、沼ノ端・苗穂間の鉄路開通に伴って
設置されました。その後、旧国鉄千歳線の駅と
なりますが、昭和48年の路線の切り換えにより
閉鎖。現在、線路跡地には白石こころーど（旧
白石サイクリングロード）、駅跡地には白石東冒
険公園ができ、多くの市民に親しまれています。

25大谷地駅跡

移設のため一時撤去中

大正から昭和にかけて各地区に建てられた、青年
団の活動拠点「倶楽部」は集会所や保育所の役割
も担い、住民自治の拠点でもありました。当時の
青年団の主な活動は、白石神社の祭典の運営と青
年団の競技大会への参加。若者同士の交流も活発
で、ロマンスも芽生えたとのことです。

28旧本通倶楽部B-3
東札幌、菊水の両地区は、明治から昭和初期に
かけてゴムや紡績、鋳物、材木などの大小の工
場が立ち並ぶ一大工場地帯でした。しかし、都
市化などにより多くの工場が他地域への移転や
廃業を余儀なくされ、現在その面影はありませ
ん。

27旧国鉄東札幌駅周辺の工場地帯跡

　　
昭和20年の東京大空襲をきっかけに疎開してき
た東京都板橋区の人々がこの地に移住しまし
た。10世帯が度重なる水害と戦いながら営農を
続けましたが、現在はそのほとんどが離農して
他へ移り住み、この地名はありません。

33板橋地区跡 F-1

　　
近代的納豆製造方法を確立した半澤洵博士は、
明治12年、白石村に誕生。その研究成果から納
豆博士の愛称で親しまれました。社会奉仕活動
にも取り組み、新

に

渡
と

戸
べ

稲
いな

造
ぞう

博士が創立した遠
えん

友
ゆう

夜
や

学
がっ

校
こう

の校長を務めるなど広く活躍しました。

35納豆博士 半
はん

澤
ざわ

洵
じゅん

生誕の地 Ｃ-3

E-4
昭和21年、旧国鉄函館本線北側の農家が北斗農
事組合を結成。以来、大谷地の北東（ほくとう）
に位置していたことから「ほくと」の通称にな
りました。その後、昭和39年に土地区画整理が
行われ、北都団地が造成されました。

34北都団地

白石区内の屋内運動施設の利用案内白石区内の屋内運動施設の利用案内

川下公園「リラックスプラザ」
川下2651番地３外� 879-5311 E-3

【開館時間】９時～19時（プール・浴室は10時から）
【休館日】月曜（祝・休日の場合は翌日）、12月29日～１月３日、年次整備日
【利用料】プール：一般460円、65歳以上110円、中学生以下無料
　　　　 浴　室：一般・中学生500円、65歳以上・小学生400円
　　　　　　　 　ただし障がいのある方は、一般・中学生250円、65歳以上・小学生200円
　　　　 共　通：一般760円、65歳以上510円、中学生500円、小学生400円

白石温水プール 【開館時間】10時～21時
【休館日】第２月曜（祝・休日の場合は第１月曜）、12月29日～１月３日、点検整備期間
【利用料】一般640円、高校生310円、65歳以上150円、中学生以下無料平和通１丁目南� 846-0004 C-3

【開館時間】10時～21時
【休館日】第３月曜（祝・休日の場合は第４月曜）、12月29日～１月３日、点検整備期間
【利用料】体育室：一般430円、高校生250円、65歳以上140円、中学生以下無料
　　　　 プール：一般640円、高校生310円、65歳以上150円、中学生以下無料
　　　　 総　合：一般850円、高校生450円、65歳以上250円、中学生以下無料

札幌国際交流館
本通16丁目南（リフレサッポロ）� 866-3811 E-5

白石区体育館 【開館時間】９時～21時
【休館日】第３月曜（祝・休日の場合は第４月曜）、12月29日～１月３日
【利用料】一般430円、高校生250円、65歳以上140円、中学生以下無料南郷通６丁目北� 861-4014 C-4

白石区では、区民の皆さんに自分たちのまちの歴
史を知り、地域への関心や愛着を深めてもらうた
め、区内の歴史的な建造物や土地、旧跡などに「白
石歴しるべ」という標示板を設置しています。

パソコンやスマートフォンから札幌市内の公共交通機関
の情報（時刻表、運賃、乗継経路、バスの現在位置など）
が検索できるサービスです。

ナ　　　ビ

ツ ー じ る

［年中無休 8時～21時］

検索えきバスナビまずは で

FAX

TEL

E-mail

バスの路線・時刻表など、詳細はこちらで！

きっかけは町内会でした。
友達をつくる感覚で、町内会活動を始めてみません
か。学生も、ママも、社会人も、最初はみんな1年生。
助けあえる人、笑いあえる仲間を探しています。

www.city.sapporo.jp/shimin/shinko/
chounaikai/kanyu/kensaku.html

検索マチトモ

インターネットでお住まいの地域の
町内会・自治会が検索できます。


